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「オシャレぞうきん」細分化工程表（ミシン）   ☆JUKI(HZL-310)  1/3 

① 「オシャレぞうきん」をイメージでき作業工程手順が理解できる。 

（図形の把握・実行機能） 

 

   

② フェイスタオルを一枚用意し柄を確認しタオルの中心を決め折り曲げる。 

中心は５㎜～１cm ほど離しておくと最終仕上げの行程が行いやすい  

（図形の把握・空間認識） 

 

 

 

③ 重ねて二つ折りにしたタオルの中心をそれぞれ 5 ㎜程開け、待ち針で固定

する。  （図形の把握・空間認識・手指の適切な保持力） 

 

１．できない 

２．支援があればできる 

３．できる 

１．できない 

２．支援があればできる 

３．できる 

１．できない 

２．支援があればできる 

３．できる 
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【ミシンのセッティングをする】 

④ 下糸をセットする。（取り扱い説明書 P.12） 

（実行能力・記憶力・手指の巧緻機能） 

 

 

 

 

 

⑤ 上糸を番号順に沿ってかける。（取り扱い説明書 P.13） 

（実行能力・記憶力・手指の巧緻機能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．できない 

２．支援があればできる 

３．できる 

１．できない 

２．支援があればできる 

３．できる 
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⑥ 針に糸を通す。（説明書 P.14）（実行能力・記憶力・手指の巧緻機能） 

 

⑦ 下糸を引き上げる。（説明書 P.15）（実行能力・記憶力・手指の巧緻機能） 

 

 

 

１．できない 

２．支援があればできる 

３．できる 

１．できない 

２．支援があればできる 

３．できる 
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⑧ 待ち針で固定したタオルの中心部の左右をジグザグ模様または、直線縫い

で縫う。 （実行能力・空間認識・危機察知能力・手指の適切な保持力） 

 

 

 

 

 

⑨ 縫い始めが返し縫いの位置になるよう端から 2cm の所にタオルを置き、 

“押さえ上げ”を手で下ろしタオルを挟む。 

（図形の把握・空間認識・手指の適切な保持力） 

 

 

 

１．できない 

２．支援があればできる 

３．できる 

１．できない 

２．支援があればできる 

３．できる 
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⑩ “返しぬいボタン”を押して端まで縫う。（記憶力・空間認識・実行力） 

 

⑪ “スタートボタン”で一方の端まで縫い進める。 

（記憶力・空間認識・実行力・手指の適切な保持力） 

 

 

 

１．できない 

２．支援があればできる 

３．できる 

１．できない 

２．支援があればできる 

３．できる 
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⑫ タオルの周囲もズレないようジグザグ模様または直線縫いで縫う】 

 

 

 

 

⑬ “スタートボタン”を押し角まで縫ったら、“ストップボタン”を押しミシンを

止め方向を変え、“スタートボタン”を押して再度縫い進める。 

（図形の把握・手指の適切な保持力・実行力・記憶力・危機察知能力） 

 

⑭ 一周縫ったら“ストップボタン”を押し、止める。 

（記憶力・実行力・手指の適切な保持力・危機察知能力） 

 

⑮ “返しぬいボタン”を押しながら２㎝ほど返し縫いをする。 

（記憶力・実行力・手指の適切な保持力・危機察知能力） 

 

⑯ 縫い終わったら針が上がった状態で“押さえ上げ”を手で上げ、タオルをミシ

ンから外し、上下の糸をハサミで切る。 

（記憶力・実行力・手指の適切な保持力・危機察知能力） 

１．できない 

２．支援があればできる 

３．できる 

１．できない ２．支援があればできる ３．できる 

１．できない ２．支援があればできる３．できる 

１．できない ２．支援があればできる３．できる 

１．できない ２．支援があればできる ３．できる 


